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教育科学研究プロジェクトの要件

① 社会における教育課題の解決を目指しているもの

② 社会における教育の現場とのつながりをもち，
そこで成果を生み出すもの

学際的なチームで取り組み，
新しい価値を生み出すことを志向しているもの

③
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知っていること、
出来ること、感じることに
私たちは価値を持っている

Ａの範囲の外に
自分の知らなかった
「課題」（新しい価値のタネ）
を見つける

課題

課題（夢や願い）の達成のために
計画を立てやり遂げる

達成・発見した課題に
新たな自分なりの価値付け

１ 2

34

課題
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領域
domain

フィールド
field

個人
person

社会 SOCIETY 個人の背景
BIO & ENV

文化 CULTURE

Transmits
Information
情報送信Produces

Novelty
新たな創造

Selects
Novelty

新たな価値の選択

Stimulates
Novelty

新たな価値に対しての
承認・評価

Csikszentmihalyi, M. (1999) Implications of a Systems Perspective for the Study of Creativity,in R. J. Sternberg (ed.) Handbook 
of Creativity, 313-335.New York: Cambridge UniversityPress. 

これまでの自分や社会の知識・経験を用いて、

社会的や文化的に 新たな価値 を見出す

新しければよいというものではなく、

社会的や文化的に、

適切かつ有効 で、倫理が伴う ことも重要＊

ミハイ・チクセントミハイ
創造性のシステムズ・モデル

＊) Croply, A.J., “Definition of Creativity”, in Encyclopedia of Creativity Vol.1.San Diego, CA*Academic 
Press, 1999, 511-524.
.
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問題発見と課題達成
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問題発見と課題達成
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課題
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〇チームの価値を共有

〇チームで価値を変容

〇チームのルール作りと相互理解の方法

〇大きな問題を解決するための具体的な小課題を設定するトレーニング

〇課題達成のための効率工程の視覚化（クリティカル・パス）

PBL基礎学習例
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〇チームの価値を共有PBL基礎学習例

WORK３

１ チームのメンバーは以下の制限をかけてください。
誰がどの制限かは各チームで検討してください。

２ セロテープは使用してもかまいませんが、机への固定には使用してはいけません。

与えられた新聞1冊を使って他のチームよりも高い塔を作ってください。
ただし、以下の条件をみたすこと。（課題例）

① マスクをして、検討・活動中も一切話すことができません。
② 利き手を後ろに回しておいたままにして、

その手を使うことが出来ません。
③ イスに座ったままでそこから動くことができません。
④ 両手の親指とヒトサシ指は使うことができません。

（テープで固定します）
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文化 CULTURE
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〇チームで価値を変容PBL基礎学習例

WORK５

１ あなたの目の前には、
初めて地球に来られた３名の宇宙からの訪問者がおられます。
彼らははとても地球に好意的で、日本語も理解できます。
彼らに、今朝拾ってきたあなたが魅力あると思ったものを

〇なぜ、魅力に感じたのか。
〇それはいったい何なのか。

について、宇宙からの訪問者に説明してください。

２ 説明できる時間は ３分です

価値を見つける 身の回りにある私の魅力（課題例）
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〇チームのルール作りと相互理解の方法PBL基礎学習例

WORK７ 課題を達成するまでのルールを考える（課題例）

1 与えられたカードをつかって、新しいゲームを作ります。
楽しいゲームにするために、どのようなルールを考えますか。
チームで考えてください。 30分

２ 他のチームが作ったルールに沿ってゲームをして、
その感想を書いてください。 30分

３ 他のチームの感想を見て、
今回のルールつくりの問題点を整理してください。
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〇チームのルール作りと相互理解の方法PBL基礎学習例

WORK11 課題を達成するまでのルール

WORK７ の課題達成のために、どのようなルールを設定するべきか検討してください。
そのルールに基づいて相互評価を行います。

Communication コミュニケーション

Coordination 調整

Balance at Memberontributions 専門性の貢献

Mutual Support 相互支援

Effort 努力

Cohesion 凝集
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文化 CULTURE
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〇課題達成のための効率工程の視覚化（クリティカル・パス）PBL基礎学習例

WORK11 クリティカルパスをつくる（課題例）

今からあなたのチームの中の1名の家に行って、

おいしいカレーをつくってみんなで食べます。

そして、１０時にその人の家を出なければなりません。

今から、１０時までのクリティカルパスを考えて作成してください。

◇条件◇

コンビニ・スーパーマーケットに立ち寄ってはいけません。
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文化 CULTURE

： 8：00
出発

いってきます

7：40 7：55

洗濯物を干す

15分

6：50 6：55
洗濯物を洗濯機で

洗う
45分

： 6：50
起きる
おはよう

6：55 7：05

メイクをする

10分

7：05 7：10

着替える

5分

7：10 7：23

朝ごはんをつくる

10分

7：20 7：25

盛り付ける

2分

7：22 7：40

食べさせる

15分

7：37 7：55

食器を片付ける

10分

6：55 7：15
子どもの持ち物を

確認する
5分

7：00 7：25
子どもを

着替えさせる
10分

7：55 7：59

歯を磨く

4分
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文化 CULTURE

②
③

①

⑤
⑥

④

⑦

今年度ＰＢＬテーマ

差別・排除された人たちの尊厳について考える

Comprehensive Health Program の開発

MI理論に基づき子供の知能を高める方法の提案

教員に関する制度や仕組みの国際比較

ネパール山間部地域での効果的な防災教育の実施方法

人が豊かに生きていけるような共同体

共同体における「つながり」の再構築
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文化 CULTUREPBL中間発表会

2018.7.17＋24
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教育科学専攻ＰＢＬ型学習の展望

①

②
地域社会や企業において、
創造的なチームリーダーとして
活動できる人材を育成する

チームでプロジェクトを進める
エキスパートリーダーを育むことで、
日本の文化とは価値の異なる
外国人や海外の企業、研究施設などと

③

ＰＢＬをベースに、
小学校から大学までの一貫した
創造性を育む教育カリキュラムを構築する
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社会の中で創造性を育む大学院教育がスタート
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ご清聴ありがとうございました。

ご質問等があれば、よろしくお願いいたします。
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